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１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等 

社会の変化に伴い、教師に必要な資質・能力を見

直すことは重要な課題である。中学校学習指導要領

(平成 29 年３月告示)では「生徒が持続可能な社会

の創り手となる」ことや、「主体的・対話的で深い学

び」の視点に基づいた授業改善を推進している。ま

た、OECDラーニング・コンパス2030(OECD,2019）で

は、エージェンシーを中心的な概念とし、生徒を取

り巻く環境との相互作用あるエコシステムの活性

化を目指している。（図１） 

エージェンシーは、「変革を起こすために、自分で

目標を設定し、振り返り、責任をもって行動する能

力」と定義されているが、教師エージェンシーの概

念を定義し、その構成要素を明らかにした先行研究

は管見の限り見当たらない。そこで、教師エージェ

ンシーを追究していく必要があると考えた。 

この教師エージェンシーを発揮するためにはど

のような方策が有効であるのか。本研究では、プロ

ジェクトマネジメントのもつ機能と効果に着目し

た。プロジェクトマネジメントは、「既存の組織や枠

組みでは対応や解決が困難な教育課題に対して、組

織化し、管理・運営していくプロセス」である。 

以上の背景と方策から、本研究の目的は３点ある。

第一に、教師エージェンシーの構成要素を整理する

ことである。第二に、整理した構成要素を用いて、

教師エージェンシーの発揮に関する実態を量的調

査で明らかにすることである。第三に、プロジェク

トマネジメントが教師エージェンシーに及ぼす影

響を質的調査によって明らかにし、教師エージェン

シーの発揮に関する課題に対して、プロジェクトマ

ネジメントがいかに有効であるかを考察すること

である。 

２ 研究の方法 

 (1) 基礎研究 

教師エージェンシーを定義した先行研究は管

見の限り見当たらない。そこで、複数の文献や資

料からエージェンシーや教師エージェンシーに

関する記述を集めた。そして、重複・類似するも

のを統合し、概念の操作化によって検証可能にす

るために、構成要素を17項目に整理した。（表１） 

また、校内組織におけるプロジェクトチームの

位置付けや組織体制は学校によって異なる。そこ

で、全国の小学校・中学校・高等学校のホームペ

ージや資料データから、プロジェクトチームを分

類した。（表２） 

(2) 調査研究 

教師エージェンシーの実態を明らかにするべ

く、校種や地域の異なる36人の教員（プロジェク

トマネジメント非実践者）を対象に、質問紙調査

を行った。また、プロジェクトマネジメントの実

際を明らかにするべく、プロジェクトマネジメン

ト実践校３校のプロジェクトリーダー13人を対

象に、インタビュー調査を行った。 

(3) 分析方法 

質問紙調査については、４件法の回答を単純集

計によって平均値を求めた。また、相互に関連性

が高いと推察される構成要素間については相関

係数を算出した。そして、自由記述ついては、カ
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教師エージェンシーの構成要素17項目 

帰属意識  モティベーション  希望   

自己効力感 アイデンティティ  成長志向 

責任感   行動力       個人の目標設定 

目的の共有 振り返り      自己決定  

批判的志向 実社会とのつながり 協働的態度 

ファシリテーションスキル    キャリア意識 

表１ 教師エージェンシーの構成要素 

表２ プロジェクトチームの組織分類 



テゴリー分類を行った。インタビュー調査につい

ては、発言内容をSCATによる分析を実行した。ま

た、導き出された理論記述については、構成要素

17項目にカテゴリー分類を行った。 

 

３ 研究の結果 

基礎研究で整理した教師エージェンシーの 17 項

目の構成を用いた意識調査では、「目的の共有」と

「キャリア意識」が低く表れた。（図２）また、関連

性があると推察される「個人の目標設定」と「目的

の共有」の項目間においては、相関係数0.66で中程

度の相関があった。「教師の資質・能力の理想」に関

する自由記述を分類すると全60件の回答のうち「協

働的態度」が17件と最も多かった。「帰属意識」と

「目的の共有」は０件であった。そして、「組織の理

想」に関する自由記述を分類すると全 72 件の記述

のうち「目的の共有」が11件と多かった。 

基礎研究で整理したプロジェクトの分類におい

て、Ａ校は「全員参加校務補填型」、Ｂ校は「分掌内

プロジェクト型」、Ｃ校は「全校務プロジェクト化型」

であった。３校のプロジェクトリーダー13人へのイ

ンタビュー調査のSCAT分析結果について、教師エー

ジェンシーの構成要素で分類すると、全168項目の

うち、良好な影響として多かったのは、「協働的態度」

の26件、「目的の共有」の20件であった。 

 

４  研究の考察 

(1) 「目的の共有」に関する課題 

分析の結果、２点の課題が考えられる。第一に

「目的の共有」に関する個人の課題である。「教師

の資質・能力の理想」の自由記述においては、「目

的の共有」に働きかける資質・能力を理想とする

記述が０件であった。一方で、「組織の理想」の

個々の自由記述においては、「目的の共有」ある組

織を理想とする記述が最多の 11 件であった。こ

のことから、「目的の共有」の機能を果たすのは、

個人ではなく、組織であると捉えている傾向が読

み取れる。すなわち、「目的の共有」に自ら働きか

ける教師エージェンシーが発揮されていない実

態があると考えられる。 

第二に「目的の共有」に関する組織の課題であ

る。「目的の共有」の平均値が低いことからは、職

務が個業化し、協働性が不足している組織の姿が

伺える。また、組織の目標を構成員で創り上げる

プロセスを経たり、組織の目標が自分ごととして

受容されたりするような、組織から個人へと「目

的の共有」を働きかける機能や手だてが不十分で

あることが推察される。 

(2) 「目的の共有」への手だて 

「目的の共有」の課題を解決する方策として、

以下の２が考えられる。第一に、個人目標と組織

目標の一体化である。プロジェクトマネジメント

実践校においては、プロジェクトチームの目標を

学校教育目標と一致させたり、分かりやすく関連

付けさせたりしている工夫が見られた。このこと

は、組織目標と学校教育目標のみならず、個人目

標と組織目標の一体化を促す手だてとなる。また、

プロジェクトマネジメント非実践者の調査では、

「個人の目標設定」と「目的の共有」との２項目

間において、中程度の相関が認められた。このこ

とから、個人目標と組織目標とを関連付けること

で、組織目標を自分ごととして捉え、「目的の共有」

の教師エージェンシーが発揮されることが期待

できる。 

第二に、組織目標作成への個人の関与である。

プロジェクトマネジメント実践校においては、個

人のフィードバックを反映させたり、全教職員が

関わったりすることで共有ビジョンを創り上げ

る工夫が見られた。合意形成のプロセスを経るこ

とによって組織目標への当事者意識を高め、「目

的の共有」の教師エージェンシーを発揮する効果

が期待できる。 

(3) プロジェクトマネジメントの成果と課題 

プロジェクトマネジメント実践校では、「目的

の共有」の他に、「協働的態度」と「ファシリテー

ションスキル」についての良好な影響が多く見ら

れた。プロジェクト内のコミュニケーションによ

って、「協働的態度」が高まり、分散型リーダーシ

ップやミドルアップダウンマネジメントによっ

て「ファシリテーションスキル」が発揮されてい

ると推察される。一方で、プロジェクトマネジメ

ントはきめ細かい教育課題へ誠実に対応するた

め、「モティベーション」にネガティブな影響があ

り、多忙化を招く課題が浮き彫りになった。 

 

５  今後の展望 

本研究を積極的に発信し、自ら教師エージェンシ

ーを発揮することで、今後の研究活動や教育活動に

貢献していく。 

図２ 教師エージェンシーの構成要素の平均値グラフ 


